
資料１－３ 

 
1

第４回化学物質排出把握管理促進法に関する懇談会資料 

平成１８年８月３日 

全国鍍金工業組合連合会 

 

１．電気めっき業の概要 

 １）組合員数：１８１７社（平成１８年４月１日現在） 

 ２）従業員数：２９,８３８名 

 ３）平均従業員数：１６名 

 ４）ＰＲＴＲ届け出対象数：約５００社 

 

２．めっき工場で使用する化学物質 

 １）１事業所で取り扱う化学物質 

めっき工程は、めっきの種類毎に、脱脂～酸処理～めっき～後処理工程があ

り、それぞれの処理浴で酸､アルカリを始めとした無機および有機の化学物質

を使用する。そのために、１事業所で少なくとも２０種類以上の化学物質を取

り扱う｡ 

 ２）PRTR 届け出対象となる事業所が相当数ある物質は、下記１４物質（政令番号）  

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

その他、届け出対象となる事業所が少ない物質として、１５種類 

 

 ３）排出・移動の形態（次々頁図参照） 

   排出形態：公共用水域への排水及び大気への排出（有機溶剤）  

移動形態：老化廃液（産廃処理委託）及びスラッジ（産廃処理委託） 

ならびに下水道への排水 

 

４．使用量及び排出量の削減対策 

４－１．現場における取り組み 

  １）必要性の見直し、代替物質への変更 

  ：洗浄における有機溶剤など 

２）めっき液濃度の低濃度化 

３）汲み出し液量の削減

亜鉛の水溶性化合物(1) 

銀及びその水溶性化合物(64) 

銅水溶性塩（錯塩を除く）(207) 

６価クロム化合物(69) 

クロム及び３価クロム化合物(68) 

ニッケル化合物(232) 

ニッケル(231) 

鉛及びその化合物(230) 

トリクロロエチレン(211) 

ジクロロメタン（別名塩化メチレン）(145) 

テトラクロロエチレン(200) 

無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く）(108)

ふっ化水素及びその水溶性塩(283) 

ほう素及びその化合物(304) 
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    ：めっき治具の改善、品物セット角度の工夫、めっき槽上での揺動等 

  ４）汲み出し液の回収システム 

    ：生回収槽の設置、多段交流水洗と濃縮回収、イオン交換樹脂、電解回収 

  ５）排水処理工程､方法の見直し 

  

 ４－２．業界団体としての取り組み 

  １）電気めっき業に特化したマニュアル､ガイドラインの作製と周知 

：電気めっき業ＰＲＴＲマニュアル、環境コミニュケーションガイドライン 

２）排出削減の取り組み 

   ：有害大気汚染物質自主管理及びＶＯＣ排出抑制自主取り組み、 

ほう素､ふっ素等の年２回の排水濃度集計と要因調査 

３）各種セミナーによる周知、啓発 

   ：各都道府県組合環境セミナー、表面処理団体協議会セミナー・情報交換会 

 

５．ＰＲＴＲ制度への対応状況と要望 

  めっき業は、多くの化学物質を取り扱い環境対策の対応は避けて通れないことか

ら、その排出抑制や適正管理については、排水問題を中心にして真摯に取り組んで

いる。ＰＲＴＲ制度への対応状況について、比較的小規模の事業所（従業員数２０

～４０名）数社にヒアリングした。また、届け出に関するこれまでの質問や相談内

容から対応状況を整理すると以下のとおりである。 

  

１）該当物質が数種類以上あることや、取扱い過程で他の該当物質へ変化するもの

や複数の対象物質に該当するものが多いために、取扱量・排出量・移動量の把

握・集計に煩雑な作業を必要とする｡（次頁及び次々頁参照） 

２）取扱量の記録､集計、ＭＳＤＳの収集､管理、排水濃度測定、排出及び移動量の

算出等のＰＲＴＲに関する諸業務の実施に当たり、多くの事業所が専任担当者

を置く余裕がないために、現場担当者又は経営者が当たらなければならず、負

担が大きい。 

３）従って、制度の見直し検討に当たっては、中小零細事業者にとって過度な負担

とならないような配慮を要望する。 
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６．ＰＲＴＲに関する算出・届け出の実際 

－ 届出物質「ニッケル」及び「ニッケル化合物」の場合 － 

＜ニッケルめっき工程＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算出方法＞ 

取  扱  量 めっきの

種類 

届 出 物

質 の 区

分 

使用することから

取扱量としてカウ

ントされる 

製造過程で取扱量とし

てカウントされる 

環境への 

排出 

廃 棄 物 と

し て の 移

動 

ニッケル ニッケル電極 － － － 電気ニッ

ケルめっ

きの場合 

ニッケル

化合物 

ニッケル化合物 ニッケル電極は 

溶解してニッケル化合

物に変化するため、 

ニッケル化合物として

もカウントされる 

公共用水

域 へ の 排

水 

老化廃液 

スラッジ 

下水道へ

の排水 

ニッケル  

－ 

ニッケル化合物は 

めっき皮膜[ﾆｯｹﾙ金属]

に変化するため、 

ニッケルとしてもカウン

トされる 

 

－ 

 

－ 

無 電 解

ニッケル

めっきの

場合 

ニッケル

化合物 

ニッケル化合物  

－ 

公共用水

域 へ の 排

水 

老化廃液 

スラッジ 

下水道へ

の排水 

 
 
ニッケル電極 
（ﾆｯｹﾙ金属） 

 
 
ニッケル化合物 

下水道への排水 

スラッジ 

[産廃処理委託] 

老化廃液 

[産廃処理委託] 

 
めっき皮膜 
(ﾆｯｹﾙ金属) 

め っ き 槽 

 
(注)ニッケル電極は槽
中で溶解してﾆｯｹﾙ化
合物に変化した後、再
びめっき皮膜[ﾆｯｹﾙ金
属]として析出 
 

公共用水域への 

排水 

製 品 と
し て の
搬出

廃棄物と
しての移
動 

環 境 へ
の排出 

排水処理 

いずれか
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＜参考＞マニュアル抜粋  陽極・薬品とPRTR対象物質の年間取扱量 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(溶解して製造) 
×(該当せず) 

×(該当せず) 
ｼｱﾝ化亜鉛 
酸化亜鉛 

 

亜鉛 

関係 

亜鉛 

陽極 
塩化亜鉛浴､硫酸亜鉛浴の場合 
ｼｱﾝ化亜鉛浴､ｼﾞﾝｹｰﾄ浴の場合 

塩化亜鉛、硫酸亜鉛 

クロム 

関係 

×(該当せず) 

 
亜鉛の水溶性化合物(1) 

ｼｱﾝ化銀 

硝酸銀、ｼｱﾝ化銀ｶﾘｳﾑ 
銀陽極  

銀 

関係 

銀及びその水溶性化合物(64)

×(該当せず) 

硫酸銅 

硫酸銅浴､ほうふっ化銅浴の場合 

ﾋﾟﾛリん酸銅 
ｼｱﾝ化銅 
ほうふっ化銅 

ﾋﾟﾛりん酸銅浴､ｼｱﾝ化銅浴の場合 
銅 

陽極 
 

 

銅 

関係 

銅水溶性塩(錯塩を除く)(207)
(溶解して製造) 
×(該当せず) 

×(該当せず) 

クロム及び３価ｸﾛﾑ化合物(68) 

６価クロム化合物(69) 

３価ｸﾛﾑ化合物 

無水ｸﾛﾑ酸､重ｸﾛﾑ酸ﾅﾄﾘｳﾑ 
(皮膜､ｽﾗｯｼﾞとして製造) 

ニッケル化合物(232) 

ニッケル(231) ﾆｯｹﾙ 

関係 
硫酸ﾆｯｹﾙ､塩化ﾆｯｹﾙ､ｽﾙﾌｧﾐﾝ酸ﾆｯｹﾙ 

ニッケル陽極 
(溶解して製造) 

(無電解のみ）皮膜として製造(×70%) 
 
鉛及びその化合物(230) 

鉛・ 

鉛合金 

関係 
ｽﾙﾌｫﾝ酸系鉛化合物 
鉛･鉛合金陽極 

ほうふっ化鉛 

塩素 

系有 

機溶 

剤 

ジクロロメタン（塩化メチレン） 

トリクロロエチレン 

テトラクロロエチレン 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ(別名塩化ﾒﾁﾚﾝ)(145) 

トリクロロエチレン(211) 

テトラクロロエチレン(200) 

無機シアン化合物(錯塩及び

シアン酸塩を除く)(108) 

シアン 

化合物 ｼｱﾝ化金ｶﾘｳﾑ、ｼｱﾝ化銀ｶﾘｳﾑ 
ｼｱﾝ化ﾅﾄﾘｳﾑ､ｼｱﾝ化ｶﾘｳﾑ､ｼｱﾝ化亜鉛､ｼｱﾝ化銀､ｼｱﾝ化銅 

×(該当せず) 

ふっ化水素及びその水溶性塩(283)ふっ素 

ほう素 

化合物 
ほうふっ化水素酸､ほうふっ化銅､ほうふっ化すず､ほうふっ化鉛 
ふっ化水素酸(ふっ酸) 

ほう酸 ほう素及びその化合物(304) 

×(該当せず) 

（乙）PRTR 対象物質（政令番号)（甲）陽極・薬品 

左側(甲)：通常めっき事業所で取扱う陽極･薬品 右側(乙)：PRTR 対象物質(政令番号)

(甲)陽極･薬品→(乙)PRTR対象物質  (甲)が(乙)の年間取扱量に該当することを示す

×(該当せず) 




